
１ グローバル人材の育成を見据えた国際交流事業 

ウ 国内での国際交流事業(ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭｷｬﾝﾌﾟ等  

 

Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｄａｙ Ｃａｍｐ 

～自然の中で英語を楽しもう！～ 

 

〔主催〕国立諫早青少年自然の家 （諫早市教育委員会委託事業） 

〔期日〕令和 4年 10 月 1日（土） 

〔活動場所〕国立諫早青少年自然の家 

〔参加者〕諫早市内の小学 3・4 年生 児童 45 名（男子 16名、女子 29 名） 

〔担当職員〕西田 尚由 

〔外部講師等〕諫早市教育委員会学校教育課職員（6 名） 

〔外部講師等〕諫早市教育委員会ＡＬＴ（9名） 

〔外部講師等〕鎮西学院大学学生サポーター（5名） 

 

１）趣旨 

 自然の中で英語を聞いたり話したり人に伝える活動や外国人との交流を通して、英語でのコミュ

ニケーションを図ることの楽しさを感じることにより、コミュニケーションを図る素地となる資質

を育てる。 

 

２）目標 

①英語をたくさん使って、英語でのコミュニケーションの楽しさを感じる。 

②キーワード（色・形・数字）を積極的に使おうとする。 

 

３）プログラム 

10 月 1 日（土） 

 9:00 自然の家到着・受付 

 9:20 はじまりの会【写真①】 

・ハローソング、スタッフ自己紹介等 

 9:45 英語で友だちになろう！ 

・英語でじゃんけん自己紹介ゲーム【写真②】 

・“色”、“形”を使ったゲーム【写真③④】 

10:30 英語で楽しく森のビンゴ（フィールドビンゴ） 

・野外で“色”、“形”を探すゲーム【写真⑤】 

12:00 昼食（レストラン） 

13:00 森のスタンプ（葉っぱのスタンプ）【写真⑥】 

・葉っぱに絵の具を塗って、オリジナルエコバッグを作る。 

14:30 おわりの会 

・振り返り、アンケート記入 

・グッバイソング 

15:00 自然の家出発 



４）事業展開 

① はじまりの会（ハローソング） ② 英語でじゃんけん自己紹介ゲーム 

 

 

 

 

 

 

 事業の最初と最後にＡＬＴの先生の伴奏に

よる“ハローソング”、“グッバイソング”

で、みんなで楽しく英語の歌を歌いました。

緊張した中で活動が始まりましたが、歌うこ

とで、心もほぐれ、笑顔で活動を進めること

ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 英語でじゃんけんをして、勝った方から自

己紹介をしました。簡単な英語を使いなが

ら、初めて出会った児童同士で楽しくコミュ

ニケーションをしました。 

 

③ “色”を使ったゲーム ④ “形”を使ったゲーム 

 

 

 

 

 

 

 ９種類の“色”についての英単語を学び、

表現しました。じゃんけんゲーム等も織り交

ぜながら、繰り返し何度も発声することで、

単語を覚え、活用できるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 ９種類の“形”についての英単語を学び、

ロープを用いて形を表現しました。英語で指

示された形について、班の仲間と協力しなが

らロープを使って、指示された形を作りまし

た。 

 

⑤ 森のビンゴ ⑥ 森のスタンプ 

 

 

 

 

 

 

 班ごとに森を散策しながら葉っぱの色や木

の実の形等を英語で表現しました。途中、午

後のクラフトで使う葉っぱや木の枝、木の実

等を収集しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 キャンプの思い出として、オリジナルエコ

バックを作成しました。森で採集した葉っぱ

等に絵の具を塗り、エコバッグに押し付け、

模様を付けました。個性あふれる作品が多く

完成しました。 



５）評価 

① アンケート結果（事業全体に対する満足度） 

満足 やや満足 やや不満 不満 

７７％ ２１％ ０％ ２％ 

② 参加者の声 

・色々な英語を覚えたり、形、色、数の英語を言えてよかった。 

・森で木の実をひろいながら、先生が決めた色や形を見つけるゲームが楽しかった。 

・スタンプでオリジナルのエコバックを作って楽しかった。 

・ＡＬＴの先生たちとたくさん英語でお話ができた。 

・英語で友だちとたくさん話して、友だちをたくさんつくることができた。 

・英語をこんなに楽しく学べることを知った。 

 

６）成果と課題 

① 成果 

・打ち合わせからＡＬＴに参加していただいたことで、ＡＬＴとも活動内容の共有ができ、英語

を活用する部分を任せることで、正しい英語を活用しながら活動することができた。 

・始めて出会った参加者同士でもお互いに英語でコミュニケーションを取り合うことができ、最

後まで楽しく活動できた。 

・活動の最初にＡＬＴによるデモンストレーションを行ったことで、参加者も活動がわかりやす

く、安心感を持って活動に取り組むことができた。 

・グループ数(９Ｇ)に合わせて“色”を９色紹介したが、量的にちょうどよかった。 

・“色”と“形”の２つにポイントを絞り意識させながら活動することで、参加者も目的を理解し

て活動することができた。 

② 課題 

・活動の始めの方では、他の参加者と上手に関わることができない参加者もいたので、最初は小

グループから始めて、段階的に人数を増やしていくとよかった。 

・「森のビンゴ」では、実際にビンゴを作らせると、参加者ももっと意欲的に取り組めた。 

・「森のスタンプ」では、みんな楽しそうに活動できていたが、作業に意識が向いてしまい、英語

の活用が少なくなってしまった。 

・１つ１つのプログラムの活動時間が長く、ゆったりとしていたので、もう少し短く区切って活

動してもよかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標１６ 平和と公正をすべての人に 

外国人や同世代の人たちと英語で交流することでお互いの理解を深め

ます。 

目標４ 質の高い教育をみんなに 

自然体験活動を通して、リラクセーションを図り、今後の QOL 向上のき

っかけとする。 


